
「
人
間
喜
劇
」
の
「
私
生
活
場
景
」
に
お
け
る
「
青
春
」
の
意
味

西
　
　
　
川
　
　
　
祐
　
　
　
子

　
　
　
　
　

　
　
　
　
一
　
青
　
　
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
解
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
生
ず
る
。
」
　
（
「
十
九
世
紀
風
俗
研
究
」
ー
一
八
三

　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
新
鮮
さ
に
あ
ふ
れ
、
色
彩
と
若
さ
と
に
輝
く
『
私
生
活
場
景
』
は
、
こ
　
　
四
年
ー
前
書
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ダ
ヴ
ァ
ソ
）

の
本
（
『
十
九
世
紀
風
俗
研
究
』
）
が
完
成
す
れ
ぽ
、
朝
の
目
ざ
め
時
、
や
が
て
　
　
　
　
「
『
私
生
活
場
景
』
は
幼
年
期
（
Φ
b
貯
b
8
）
と
青
春
（
袋
。
α
o
δ
ω
。
Φ
昌
8
）

花
咲
か
ん
と
蕾
の
ふ
く
ら
み
つ
つ
あ
る
時
期
に
お
け
る
人
生
を
形
づ
く
る
は
ず
　
と
・
そ
の
過
ち
を
表
す
・
」
（
『
人
間
喜
劇
』
難
）

で
あ
る
・
そ
れ
は
笙
に
・
た
だ
福
所
の
す
き
間
か
ら
の
ぞ
か
れ
て
は
い
る
　
バ
ル
ザ
・
ク
の
天
間
喜
劇
」
の
作
。
串
・
こ
の
場
景
雰
類
さ
れ
て
い
る
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

譲
鐸
嘱
織
讐
暴
灘
讐
防
↓
ぺ
蝶
嚢
の
嚇
簗
蕪
熊
は
舘
藝
年
代
順
に
読
む
と
か
翁
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

書
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ダ
ヴ
ァ
ソ
）
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
に
扱
わ
れ
る
時
代
を
追
っ
て
、
い
わ
ば
虚
構
の
時
の
流
れ
に
従
う
行
き
方
と

　
「
『
私
生
活
場
景
』
で
は
人
生
は
、
終
ろ
う
と
し
て
い
る
思
春
期
（
陰
σ
Φ
耳
ひ
）
　
　
　
か
、
あ
る
い
は
登
場
人
物
達
を
階
層
別
の
群
に
分
け
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
方

の
最
後
の
発
展
と
、
始
ろ
う
と
し
て
い
る
成
年
期
（
＜
一
触
一
一
一
叶
σ
）
の
最
初
の
打
算
　
　
　
法
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
目
指
し
た
体
系
の
理
解
を
目
的

と
の
間
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
こ
に
は
主
と
し
て
軽
は
ず
み
　
　
と
す
る
時
に
は
、
作
者
自
身
の
編
集
に
従
う
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

な
感
情
や
感
覚
が
描
か
れ
る
。
世
の
中
の
動
き
を
知
ら
な
い
ば
か
り
に
引
き
お
　
　
　
＼
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
「
風
俗
研
究
」
を
六
つ
の
場
景
に
分
け
、
各
場
景
の
性
格
を

こ
さ
れ
た
過
失
も
書
か
れ
る
。
女
性
人
物
に
つ
い
て
い
え
ぽ
、
彼
女
達
の
不
幸
　
　
　
一
つ
の
人
生
の
各
時
期
の
、
あ
る
い
は
、
一
日
の
行
程
の
各
時
間
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
愛
情
の
誠
実
を
信
じ
た
り
、
や
が
て
は
人
生
の
教
訓
が
消
し
去
っ
て
く
れ
　
　
を
も
っ
て
説
明
し
た
。
「
私
生
活
場
景
」
は
人
生
の
入
口
で
あ
る
「
青
春
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
は
ず
の
夢
に
執
着
し
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
来
る
。
青
年
は
純
粋
で
あ
　
　
　
「
地
方
生
活
場
景
」
と
「
パ
リ
生
活
場
景
」
は
「
壮
年
」
、
「
田
園
生
活
場
景
」

る
。
彼
等
の
不
幸
は
、
彼
等
が
、
社
会
の
法
律
と
、
極
く
自
然
な
欲
望
や
本
能
　
　
　
は
」
日
の
行
程
の
終
り
の
「
夕
暮
」
で
あ
る
。

の
最
も
力
強
く
働
く
時
期
に
お
け
る
絶
対
的
な
欲
求
と
の
間
に
生
ず
る
対
立
を
　
　
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
意
図
に
従
っ
て
「
私
生
活
場
景
」
を
「
人
間
喜
劇
」
の
序
章



し
と
て
読
も
う
と
ナ
る
と
き
㌻
「
青
春
」
と
い
う
比
喩
は
何
を
意
味
ナ
る
だ
う
　
　
し
て
、
現
在
「
私
生
活
場
景
」
に
分
叛
さ
れ
て
い
惹
作
品
の
う
ち
半
数
は
一
入

う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
年
か
ら
三
四
年
の
短
い
期
間
の
う
ち
に
続
け
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
゜
ダ
ヴ
ァ
ン
の
解
説
に
あ
る
よ
う
に
・
「
私
生
活
場
景
」
の
　
　
　
．
ま
た
、
「
青
春
」
、
「
壮
年
」
、
「
夕
暮
」
と
い
っ
た
比
喩
は
作
者
0
人
生

主
人
公
は
、
は
じ
め
て
人
生
と
社
会
に
立
向
う
若
い
男
女
で
あ
る
。
　
「
青
春
」
　
　
　
と
社
会
に
対
す
る
視
点
の
置
き
方
を
表
わ
す
。
　
「
壮
年
」
で
あ
る
「
地
方
生
活

は
先
ず
「
私
生
活
場
景
」
の
題
材
を
指
す
。
裂
の
「
作
・
串
最
扱
わ
れ
た
　
場
景
ば
で
は
視
占
心
は
現
実
に
響
銭
い
る
。
苗
園
生
活
場
景
」
は
、
す
で

時
代
」
の
項
を
見
よ
う
。
　
「
私
生
活
場
景
」
の
特
色
に
、
時
代
が
大
部
分
一
八
　
　
　
に
人
生
を
終
え
た
と
自
覚
す
る
人
物
の
眼
を
と
お
し
て
社
会
が
描
か
れ
、
現
実

三
〇
年
ま
で
、
そ
れ
も
王
政
復
古
時
代
へ
一
八
一
五
年
－
三
〇
年
）
に
集
中
し
　
　
　
か
ら
は
あ
る
距
離
の
置
か
れ
た
ユ
ー
ト
ピ
ァ
小
説
と
な
っ
た
。
　
「
私
生
活
場

て
い
る
こ
と
で
あ
を
。
　
「
パ
リ
生
活
場
景
」
に
な
る
と
時
代
は
執
筆
年
代
と
同
　
　
景
L
の
主
人
公
で
あ
る
青
年
は
未
知
の
も
の
と
し
て
の
人
生
に
対
面
す
る
。
こ

時
代
の
七
月
王
政
時
代
中
心
に
移
る
と
い
え
よ
う
。
　
「
登
場
人
物
」
の
項
と
　
　
　
の
姿
勢
は
、
小
説
に
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

「
関
連
事
項
」
の
項
を
見
る
と
、
や
が
て
は
「
人
間
喜
劇
」
の
七
月
王
政
時
代
　
　
　
　
以
下
、
作
者
自
身
が
用
い
た
「
青
春
」
と
い
う
比
喩
を
手
が
か
り
に
、
作
品

に
政
界
、
法
曹
界
な
ど
を
支
配
す
る
は
ず
の
人
物
が
「
私
生
活
場
景
」
で
は
、
　
　
に
即
し
て
「
私
生
活
場
景
」
の
性
格
、
「
人
間
喜
劇
」
に
お
け
る
そ
の
役
割
を
　
　
一

ま
だ
二
十
代
の
青
年
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
「
私
生
活
．
場
　
　
　
考
え
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り
　

景
」
に
は
「
人
間
喜
劇
」
の
作
中
人
物
達
の
青
春
の
物
語
が
あ
る
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
「
私
生
活
場
景
」
の
作
品
は
、
書
か
れ
た
時
期
か
ら
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
　
　
一

　
こ
の
場
景
は
、
作
者
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
身
の
青
春
の
跡
を
も
と
ど
め
て
い
る
。
　
　
　
可
能
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
を
代
表
す
る
作
品
を
と
り
上
げ
た
。

「
私
生
活
場
景
」
の
多
く
の
作
品
に
は
二
重
の
年
代
が
あ
る
（
前
表
で
は
…
日
記
　
　
　
－
期
、
「
人
間
喜
劇
」
構
想
（
一
八
三
四
年
の
「
十
九
世
紀
風
俗
研
究
」
）
、

号
）
。
す
な
わ
ち
、
執
筆
年
代
と
同
じ
一
八
三
〇
年
代
の
或
る
日
、
す
で
に
壮
　
　
　
　
以
前
。

年
に
達
し
た
人
物
が
、
王
政
復
古
時
代
に
あ
っ
た
自
己
の
青
春
を
回
顧
し
語
る
　
　
　
　
　
「
結
婚
の
生
理
学
」
　
（
一
八
土
九
年
）
、
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
’

と
い
う
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
一
七
九
九
年
生
れ
の
作
者
バ
ル
ザ
　
　
　
　
　
版
（
一
八
三
〇
年
）

ッ
ク
が
、
一
八
三
〇
年
に
い
た
っ
て
「
私
生
活
場
景
」
を
書
く
時
の
姿
勢
で
あ
　
　
　
　
H
期
、
「
人
間
喜
劇
」
構
想
の
時
期

っ
た
。
ラ
ス
チ
ニ
ャ
ッ
ク
、
ビ
ア
ソ
シ
・
ソ
の
質
素
な
学
生
生
活
、
デ
ル
ヴ
ィ
　
　
　
　
　
「
三
十
女
」
　
（
一
八
三
〇
1
三
四
年
）
、
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
　
（
一
八
三

ル
の
法
律
事
務
所
な
ど
の
描
写
に
は
、
一
八
二
〇
年
代
の
作
者
の
体
験
が
と
り
　
　
　
，
四
年
）

入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
「
私
生
活
場
景
」
の
主
題
が
最
初
に
は
　
　
　
　
皿
期
、
　
「
人
間
喜
劇
」
構
想
以
後

っ
き
り
し
た
形
を
と
っ
て
短
篇
集
に
ま
と
め
ら
れ
た
一
八
三
〇
年
は
、
バ
ル
ザ
　
　
・
　
「
二
人
の
若
妻
の
手
記
」
　
（
一
八
四
一
年
）

ッ
ク
の
二
十
代
を
お
お
っ
て
い
た
王
政
復
古
時
代
が
終
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
そ



註
ω
寄
舞
Φ
自
＆
巴
§
（
ピ
Φ
゜
一
・
び
ぎ
暑
含
幕
）
吾
・
日
9
め
さ
せ
、
深
く
考
え
こ
む
反
省
姦
す
よ
う
な
辛
辣
で
皮
肉
な
形
式
の
下
箋

　
　
　
　
一
9
や
一
〇
。
。
・
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
さ
せ
た
の
で
す
。
」
　
（
前
出
、
カ
ス
ト
リ
ー
夫
人
へ
の
手
紙
）

　
　
②
葺
℃
』
°
・
σ
　
　
，
　
　
　
　
　
　
ま
た
「
パ
リ
通
信
」
（
一
△
三
年
）
の
中
で
は
一
八
三
〇
年
を
袋
し
た

　
　
別
臼
葺
Φ
ω
゜
§
量
Φ
ω
α
①
し
・
p
・
一
§
（
。
§
昌
二
℃
°
葵
　
四
冊
の
本
蓬
び
、
そ
の
中
に
ス
タ
ン
ギ
ル
の
「
赤
と
黒
」
と
並
べ
そ
自
分

　
　
　
　
図
く
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
「
結
婚
の
生
理
学
」
を
あ
げ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
、

　
　
㈲
　
ベ
ナ
シ
ス
（
「
田
舎
医
者
」
）
、
ヴ
ェ
ロ
ニ
ヅ
ク
（
「
村
の
司
祭
」
）
　
　
胃
「
こ
の
四
冊
の
文
学
作
品
の
中
に
は
、
時
代
の
真
髄
が
あ
り
ま
す
。
消
え
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
一
つ
の
社
会
の
屍
臭
が
あ
る
の
で
す
。
　
『
生
理
学
』
の
匿
名
の
筆
者
は
、
我

　
　
二
籍
婚
の
生
理
営
（
一
八
二
九
年
）
　
　
　
　
　
々
か
ら
結
婚
の
幸
福
の
幻
馨
警
除
く
と
い
う
、
社
会
に
諄
る
笙
の
貢

　
「
（
羅
婚
の
生
理
学
』
の
）
直
後
に
・
私
は
私
の
思
想
を
さ
ら
に
敷
衛
、
献
を
す
る
．
」
と
豊
、
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
」
（
パ
リ
通
信
士
）

し
・
心
を
う
つ
獲
に
よ
っ
て
そ
の
思
想
を
若
い
魂
の
中
ξ
ぎ
こ
む
た
め
に
　
二
つ
の
文
章
か
ら
：
ハ
ル
ザ
．
ク
が
、
こ
の
本
の
中
で
嬉
と
い
う
社
会
制

魏
糞
鷺
諜
肘
嶢
い
た
の
で
す
．
L
（
カ
ス
ト
リ
一
羅
麟
雛
墾
絃
醐
麹
場
に
つ
い
て
考
察
腔

　
「
私
生
活
場
景
」
に
入
る
前
に
・
先
ず
「
私
生
揺
場
景
」
と
関
連
の
深
い
　
星
理
学
」
序
文
に
よ
れ
ぽ
、
．
、
の
本
の
主
題
は
、
「
嬉
は
決
し
て
自
然
一

「
嬉
の
鐘
学
」
を
欝
し
た
い
・
「
結
婚
の
生
理
学
」
と
は
ど
ん
な
本
　
に
そ
の
源
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
（
…
）
人
間
は
自
然
の
代
行
者
で
あ
．

か
・
バ
ル
ザ
・
ク
自
身
パ
ソ
多
リ
・
エ
リ
ス
ム
と
呼
ん
だ
陽
気
で
馨
な
饒
　
て
、
社
会
は
自
然
の
上
に
葉
さ
れ
て
い
る
1
法
律
は
風
俗
の
為
ξ
く
ら
れ
、

．
舌
と
・
書
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
膨
れ
上
り
・
妻
を
飼
育
す
る
た
め
に
専
制
君
主
　
そ
の
風
俗
は
多
様
で
あ
る
。
従
・
て
結
婚
も
人
間
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が

漉
難
縫
馨
鎧
馨
嶽
い
毬
舞
融
霧
難
舞
韓
携
縫
的
簸
隷
鍵
誕
甥

を
弁
護
し
て
い
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
バ
ル
ザ
ヅ
ク
が
し
ば
し
ぽ
行
き
当
っ
た
「
姦
通
」
（
・
。
α
ρ
冨
触
Φ
）
と
い
う
法

　
　
「
『
結
婚
の
生
理
嘗
は
女
性
を
擁
護
す
る
目
的
で
企
て
，
ら
れ
た
本
で
す
。
　
律
用
語
の
与
え
た
深
い
感
銘
か
ら
徐
々
に
生
れ
た
と
い
う
。
以
来
、
天
の
女

で
す
が
・
も
し
禁
女
性
解
放
と
・
も
っ
と
広
い
完
全
な
教
育
を
女
性
に
与
え
　
の
守
し
た
身
振
り
と
か
、
耳
に
は
さ
ん
だ
．
コ
シ
．
プ
と
か
が
、
．
」
と
ご
と
く

る
こ
と
に
役
立
つ
思
想
を
ひ
ろ
め
る
と
こ
ろ
か
ら
筆
を
起
し
た
と
し
た
ら
、
私
㍉
作
者
を
考
き
芸
契
機
と
な
り
、
そ
し
て
出
来
た
無
数
の
観
念
が
次
第
籍

は
た
か
だ
か
有
益
生
個
の
理
論
を
器
用
に
説
く
作
家
と
い
う
風
髪
・
琢
れ
　
愚
≦
個
の
思
想
の
髪
と
り
出
し
た
、
と
い
う
風
に
解
説
さ
れ
る
。
「
虫
円

て
し
ま
う
で
し
ξ
・
で
す
か
ら
私
は
・
私
の
思
想
を
、
読
老
の
精
神
奮
覚
　
年
時
代
の
感
覚
や
、
本
人
で
さ
、
季
を
や
く
押
し
つ
け
が
ま
し
い
力
が
さ
せ
た
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る
　

観
察
が
、
き
わ
め
て
些
細
な
出
来
事
に
ま
で
支
点
を
見
つ
け
だ
し
た
ゆ
」
　
　
　
　
情
事
が
成
立
。
し
か
も
こ
の
数
字
に
対
応
す
べ
き
「
淑
女
」
の
数
は
四
十
万
で

　
初
版
の
「
若
い
独
身
者
」
　
（
冷
琶
Φ
o
ひ
ζ
げ
9
富
貯
Φ
）
と
い
う
著
老
の
署
名
　
　
　
あ
る
。

が
示
す
と
お
り
、
　
「
結
婚
の
生
理
学
」
は
、
若
い
男
の
未
知
の
人
生
に
た
い
す
　
　
　
　
男
性
の
平
均
結
婚
年
令
は
三
十
茅
、
自
然
の
欲
望
が
発
達
す
る
年
令
は
二
十

る
生
き
生
き
と
し
た
好
奇
心
を
契
機
と
し
て
生
れ
た
本
な
の
で
あ
る
。
　
　
．
　
　
才
。
こ
の
間
十
年
間
、
欲
墾
を
満
す
合
法
的
方
法
が
な
い
の
な
ら
、
既
婚
者
の

　
「
生
理
学
」
の
内
容
は
「
総
論
」
と
、
そ
の
具
体
的
な
敷
術
で
あ
る
「
内
外
　
　
家
庭
を
守
る
為
に
は
、
娼
婦
を
職
業
団
体
と
し
、
売
春
を
制
度
化
ず
る
他
な

の
防
衛
手
段
に
つ
い
て
」
「
内
乱
に
つ
い
て
」
の
三
部
に
分
れ
る
。
「
総
論
」
　
　
い
。
　
（
考
察
4
貞
節
な
る
女
に
つ
い
て
）

は
、
「
姦
通
」
と
い
う
刺
激
的
な
語
の
分
析
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
ま
た
、
結
婚
そ
れ
自
体
、
不
幸
に
終
る
べ
く
予
定
さ
れ
て
い
る
。
男
が
結
婚

　
「
姦
通
」
は
、
法
律
的
に
は
、
主
と
し
て
女
性
に
適
用
さ
れ
た
罪
で
あ
っ
　
　
に
関
し
て
考
慮
す
る
の
は
生
殖
と
所
有
権
の
確
保
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
魂
の
完

た
。
し
か
し
こ
の
本
で
は
「
女
性
」
を
定
義
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
こ
　
　
全
な
結
合
に
ょ
る
幸
福
は
結
婚
か
ら
は
生
れ
な
い
（
考
察
5
予
定
さ
れ
た
人
々

で
、
「
淑
女
」
　
（
h
①
b
P
5
P
Φ
　
ず
O
昌
口
⑪
け
Φ
）
と
い
う
特
殊
な
語
が
使
わ
れ
る
。
　
　
　
　
に
つ
い
て
）
。
】
方
、
若
い
娘
は
寄
宿
学
校
や
修
道
院
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
無

「
婆
」
と
は
、
既
婚
者
で
決
し
淫
産
労
働
豪
事
労
働
に
従
事
せ
ず
、
　
為
の
生
活
が
も
た
ら
す
危
険
な
想
像
で
頭
を
一
杯
に
し
て
い
る
。
（
考
察
6
寄
制

特
権
的
教
育
の
結
果
で
あ
る
華
々
し
い
教
養
と
趣
味
を
身
に
つ
け
隅
閨
房
の
長
　
　
　
宿
学
校
に
つ
い
て
）
。
彼
女
は
ご
く
偏
っ
た
教
育
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椅
子
に
数
時
間
ね
そ
べ
っ
て
過
す
暇
を
持
つ
女
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
達
だ
け
　
　
　
で
、
結
婚
ぼ
あ
ら
ゆ
る
幸
福
を
期
待
し
て
新
生
活
を
は
じ
め
る
（
考
察
7
バ
ネ
　
　
一

が
、
恋
愛
と
い
う
精
神
生
活
を
享
楽
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
「
淑
女
」
で
あ
る
　
　
　
ム
ー
ソ
に
つ
い
て
）
。
蜜
月
が
終
る
と
彼
女
は
自
分
の
意
志
が
全
く
無
に
帰
し

た
め
に
は
、
彼
女
の
夫
は
田
舎
で
は
六
千
フ
ラ
ソ
、
パ
リ
で
二
万
リ
ー
プ
ル
の
　
　
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
自
己
の
尊
厳
の
回
復
に
つ
と
め
だ
す
。
小
説
を
読
む

年
収
が
必
要
。
結
局
統
計
学
上
か
ら
人
口
三
千
万
の
当
時
の
フ
ラ
ソ
ス
に
は
四
　
　
女
。
信
心
に
ご
る
女
。
社
交
界
に
熱
中
す
る
女
。
や
が
て
妻
は
女
性
に
と
っ
て

十
万
の
「
淑
女
」
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
（
考
察
2
夫
婦
の
統
計
、
考
察
3
淑
　
　
　
自
由
意
志
が
回
復
出
来
る
の
は
恋
人
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
だ
と
見
ぬ

女
に
つ
い
て
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
（
考
察
8
最
初
の
徴
候
に
つ
い
て
）
。

　
一
方
・
千
五
百
万
の
男
性
か
ら
貧
乏
パ
九
百
万
を
ひ
き
・
残
り
六
百
万
か
ら
　
　
　
パ
ル
ザ
ヅ
ク
の
解
決
案
自
体
は
困
ア
メ
リ
カ
、
ス
イ
ス
な
ど
の
プ
ロ
テ
ス
タ

十
七
才
以
下
五
十
二
才
以
上
の
老
を
引
く
、
さ
ら
に
残
り
三
百
万
か
ら
妻
帯
者
　
　
　
ソ
ト
国
に
お
け
る
よ
う
な
娘
の
教
育
の
解
放
、
結
婚
の
自
由
、
さ
ら
に
女
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

百
万
を
ひ
く
と
二
百
万
の
独
身
者
が
残
る
。
才
能
を
鍛
え
、
機
会
を
つ
か
め
ぽ
　
　
　
所
有
関
係
の
塒
外
に
置
く
、
と
い
う
折
衷
案
で
あ
る
。
女
性
か
ら
だ
け
で
も
財

階
級
上
昇
も
可
能
な
時
代
に
あ
っ
て
、
野
・
脇
の
た
め
に
も
彼
等
に
は
美
女
が
必
　
　
産
相
続
権
を
と
り
去
り
、
持
参
金
制
度
も
廃
止
す
れ
ぽ
き
結
婚
は
も
っ
と
浄
化

要
で
あ
る
。
二
百
万
の
独
身
者
の
う
ち
百
万
は
種
々
の
理
由
か
ら
純
潔
な
生
滑
　
　
さ
れ
、
幸
福
に
な
る
は
ず
だ
、
と
い
う
。
　
（
考
察
9
エ
ピ
ロ
ー
グ
）

を
送
る
と
し
て
も
残
り
の
百
万
は
平
均
三
つ
の
恋
愛
を
す
る
。
故
に
三
百
万
の
　
・
　
バ
ル
ザ
ッ
、
ク
が
こ
こ
で
貧
民
階
級
に
属
す
る
六
百
万
の
男
と
六
万
百
の
女
を



問
題
外
に
除
き
、
人
間
扱
い
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
彼
の
貴
族
　
　
・
　
　
　
盾
を
解
決
す
る
に
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
間
に
つ
い

趣
味
を
の
み
見
出
す
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
「
淑
女
」
は
「
男
性
が
金
の
力
と
　
　
　
　
　
　
て
相
続
権
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。

文
明
の
精
神
的
熱
気
の
お
か
げ
で
、
今
日
ま
で
そ
の
栽
培
に
そ
そ
ぎ
こ
む
こ
と
　
　
　
　
㈲
　
勺
ξ
ω
一
巳
o
o
q
一
Φ
α
ρ
ζ
錠
す
α
q
①
（
9
一
Φ
巳
o
唇
声
．
8
B
Φ
お
y
℃
’
b
。
㊤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
で
き
た
特
別
な
心
づ
か
い
の
賜
物
」
で
あ
る
。
文
化
が
頂
点
に
お
い
て
凝
縮
　
　
　
　
ω
　
「
『
結
婚
の
生
理
学
』
は
、
あ
の
繊
細
で
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、

し
た
よ
う
な
極
端
な
洗
練
と
そ
れ
に
比
例
す
る
頽
療
の
組
合
せ
が
作
者
の
眼
を
　
　
　
　
　
　
冷
笑
的
で
し
か
も
陽
気
な
十
八
世
紀
の
文
学
に
帰
る
た
め
に
な
さ
れ

ひ
き
つ
け
た
の
は
、
彼
女
達
の
存
在
が
文
明
全
体
の
批
判
に
な
っ
て
い
た
か
ら
　
　
　
　
・
　
た
試
み
で
あ
る
」
　
（
切
巴
鑓
。
…
℃
蒜
貯
8
阜
①
宣
b
邑
①
巨
酵
Φ

で
あ
っ
た
。
「
姦
通
」
と
「
売
春
」
と
い
う
社
会
か
ら
弾
劾
さ
れ
て
い
る
悪
徳
　
　
　
　
　
　
み
9
鉱
§
魁
Φ
冨
勺
＄
償
α
Φ
0
9
σ
q
円
冒
）

畿
難
到
騒
砺
諺
麹
籔
舞
蒙
の
麓
縮
　
三
「
私
生
活
建
短
蘂
（
旧
八
三
。
年
）

「
生
理
学
」
の
思
想
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
手
ま
り
猫
屋
」
　
（
一
八
三
〇
年
の
題
名
は
「
栄
光
と
不
幸
」
）
は
、
貴
族

　
「
生
理
学
」
に
は
・
風
俗
の
観
察
と
分
析
が
先
ず
樒
オ
副
．
と
呼
ぽ
れ
る
一
行
　
　
　
で
画
家
で
あ
る
青
年
に
見
染
め
ら
れ
て
、
父
親
の
忠
告
を
し
り
ぞ
け
、
階
級
の

か
二
行
の
無
数
の
定
謬
ま
と
め
ら
れ
・
定
理
の
こ
2
つ
に
・
そ
の
内
容
を
違
う
結
楚
ふ
み
き
っ
た
ブ
ル
ジ
ゴ
・
ジ
出
身
の
娘
オ
ギ
、
ス
で
・
の
話
．
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶏
鴇
護
醗
論
雑
鋤
蠣
捲
雑
胤
葦
寄
籍
鮮
儲
　
能
欝
勃
講
講
翻
鋪
難
鞭
矯
鶏
黙
確
昧
騰
紹
弼

と
な
る
・
と
い
う
構
造
が
あ
智
・
）
　
　
　
　
　
　
、
り
、
オ
ギ
．
三
孝
ヌ
の
い
た
芒
い
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
悲
劇
的
葉
を

　
一
部
は
「
生
理
学
」
と
平
行
し
て
書
か
れ
、
「
生
理
学
」
の
翌
年
一
八
三
〇
　
　
　
と
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ブ
す
リ
ス
ム

年
に
「
私
生
活
場
景
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
六
篇
の
短
篇
小
説
は
、
こ
の
「
生
，
　
　
　
「
結
婚
の
生
理
学
」
の
格
琶
ロ
ー
3
に
籠
一

理
学
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
肉
づ
け
さ
れ
独
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
「
芸
術
家
の
妻
は
必
ず
淑
女
で
あ
る
」
と
あ
っ
た
。
同
じ
く
1
0
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
銀
行
家
の
妻
は
必
ず
淑
女
で
あ
る
が
、
店
の
勘
定
場
に
坐
っ
て
い
る
女

註
ω
響
登
・
。
・
§
。
§
・
§
（
響
巳
8
・
言
・
ξ
帆
8
　
は
、
夫
が
手
広
く
商
売
詫
、
彼
奈
店
の
二
階
に
住
ん
で
い
な
い
限
り
に
お

　
　
鋤
臼
q
〈
お
ω
U
ぞ
Φ
誘
①
ω
（
O
o
§
『
α
）
8
日
①
H
♂
や
一
一
ω
　
・
　
　
　
　
　
い
て
の
み
淑
女
で
あ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
⑧
　
男
げ
団
巴
9
0
ひ
q
δ
畠
二
ζ
弩
寅
σ
q
①
（
9
δ
旨
O
自
搾
ざ
旨
①
ら
ω
y
℃
°
日
　
　
　
　
オ
ギ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
の
母
と
姉
は
一
生
を
勘
定
台
の
前
に
坐
っ
て
暮
し
、
決
し
．

　
　
㈲
　
一
ぼ
山
；
や
Q
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
「
淑
女
」
で
は
な
か
っ
た
。
商
店
街
か
ら
ぬ
け
出
し
て
画
家
と
結
婚
し
た
オ

　
　
㈲
　
こ
の
時
代
に
一
方
で
は
サ
ソ
・
シ
モ
ソ
主
義
者
達
が
結
婚
制
度
の
矛
　
　
　
ギ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
は
夫
の
芸
術
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
之
し
て
、
ま
た
社



交
界
で
夫
に
妻
を
ひ
け
目
に
感
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
少
女
時
代
の
教
育
の
欠
　
　
　
1
の
話
で
あ
る
。

陥
を
補
い
、
教
養
を
身
に
つ
け
る
努
力
を
重
ね
る
。
し
か
し
、
「
淑
女
」
と
　
　
　
　
こ
こ
で
も
誤
っ
た
教
育
が
娘
の
悲
劇
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
エ
、
、
、
リ
ー
に

は
、
最
初
か
ら
特
権
的
風
土
に
お
か
れ
る
の
で
な
け
れ
ぽ
育
た
な
い
産
物
で
あ
　
　
　
は
甘
や
か
ざ
れ
て
育
っ
た
末
娘
、
と
い
う
設
定
が
あ
る
。

っ
た
。
ナ
！
ギ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
は
あ
る
程
度
の
進
歩
は
す
る
。
し
か
し
、
幼
時
よ
　
　
　
　
「
ゴ
プ
セ
ヅ
ク
」
　
（
最
初
の
題
名
は
「
不
身
持
の
危
険
」
）
で
は
、
若
い
恋

り
植
え
つ
け
ら
れ
た
宗
教
心
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
偏
見
が
知
性
の
完
全
な
進
歩
を
’
　
人
に
迷
っ
て
夫
の
所
有
の
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
ま
で
持
出
し
た
レ
ス
ト
ー
伯
爵
夫
人

妨
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
夫
の
死
に
際
し
、
不
義
の
子
に
も
財
産
相
続
権
を
確
保
し
よ
う
と
狂
奔
す

　
オ
ー
ギ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
に
対
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ツ
ォ
ー
ブ
ル
・
サ
ソ
・
ジ
　
　
　
る
。
そ
う
い
う
女
の
姿
を
、
高
利
貸
し
の
ゴ
プ
セ
ッ
ク
が
ま
だ
若
い
二
等
書
記

エ
ル
マ
ソ
街
社
交
界
の
花
型
カ
リ
グ
リ
ア
ノ
公
爵
夫
人
で
あ
る
。
こ
の
三
十
六
　
　
　
官
だ
っ
た
デ
ル
ヴ
ィ
ル
に
指
し
示
し
、
人
生
に
つ
い
て
解
説
を
く
わ
、
兄
る
。

才
の
美
し
い
女
が
物
憂
げ
に
長
椅
子
に
横
た
わ
っ
て
い
る
小
部
屋
は
、
欄
熟
し
　
　
　
「
こ
の
世
で
は
何
も
定
っ
た
こ
と
は
な
い
。
風
土
に
従
っ
て
変
化
す
る
楓
裕
が

た
文
明
の
粋
を
こ
ら
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
公
爵
夫
人
は
「
淑
　
　
あ
る
ぼ
か
り
だ
。
」
「
確
か
な
値
打
の
あ
る
物
質
は
た
だ
だ
つ
、
黄
金
だ
。
」

女
L
の
量
で
あ
っ
た
。
す
ギ
、
ス
チ
ー
ヌ
の
夫
箋
が
与
え
て
く
れ
な
い
、
こ
こ
に
は
レ
ス
ト
美
人
を
通
じ
て
社
交
界
の
墨
的
な
蜜
の
蒙
描
か
れ
一

精
神
的
享
楽
を
公
爵
夫
人
の
小
部
屋
の
中
に
求
め
て
い
た
。
公
爵
夫
人
は
無
邪
　
　
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
な
オ
畢
、
ス
す
・
に
向
・
て
「
結
鍔
幸
福
は
い
つ
も
一
個
の
投
機
で
　
「
二
重
の
家
庭
」
（
最
初
の
題
名
は
宙
世
し
た
グ
リ
ゼ
・
ト
L
次
い
で
一

あ
り
事
業
で
あ
・
た
．
鍵
人
生
は
撃
で
あ
る
」
と
い
う
「
嬉
の
生
理
学
」
　
買
節
な
妻
」
）
に
は
、
グ
ラ
ソ
ヴ
ー
ル
裁
判
官
の
信
心
に
．
」
り
か
た
ま
っ
た

に
あ
る
教
訓
を
垂
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冷
い
正
妻
ア
ソ
ジ
ェ
リ
ク
と
の
家
庭
と
、
お
針
女
あ
が
り
の
カ
ロ
リ
ー
ヌ
と
の

　
短
篇
集
の
中
で
も
最
初
に
、
そ
し
て
「
生
理
学
」
と
平
行
し
て
書
亦
れ
た
　
　
第
二
の
家
庭
と
が
描
か
れ
る
。
二
重
の
家
庭
は
共
に
破
綻
を
来
た
し
、
グ
ラ
ソ

「
手
ま
り
猫
屋
」
に
は
、
娘
の
教
育
の
欠
陥
、
理
解
の
生
れ
な
い
結
婚
の
不
　
　
　
ガ
ィ
ル
は
自
分
の
悲
劇
を
息
子
に
教
訓
と
し
て
残
す
。
、

幸
、
「
淑
女
」
、
と
い
っ
た
「
生
理
学
」
の
命
題
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
見
ら
れ
　
　
　
最
初
は
清
純
で
信
心
深
い
都
会
を
知
ら
ぬ
田
舎
の
良
家
育
ち
の
娘
と
い
う
程

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
だ
っ
た
ア
ソ
ジ
ェ
リ
ク
が
、
夫
の
誤
っ
た
女
房
教
育
の
た
め
、
次
第
に
自
己

　
「
ソ
ー
の
舞
謄
会
」
で
は
、
王
政
復
古
時
代
濯
こ
の
時
代
を
支
配
し
て
い
る
　
　
の
意
志
の
回
復
を
企
り
だ
し
て
、
「
頭
痛
」
（
目
お
円
9
一
昌
①
）
を
口
実
に
夫
の

立
憲
君
主
制
の
精
神
を
よ
く
こ
こ
ろ
え
た
賢
明
な
父
親
の
忠
告
に
も
か
か
わ
ら
　
　
　
意
志
に
逆
う
こ
と
を
覚
え
、
次
第
に
家
中
を
修
道
院
さ
な
が
ら
に
飾
り
っ
け
る

ず
・
由
緒
正
し
い
大
貴
族
と
で
な
け
れ
ぽ
結
婚
し
な
い
と
、
時
代
錯
誤
な
わ
が
　
　
本
物
の
信
心
尿
に
な
り
ゆ
く
過
程
は
、
「
生
理
学
」
の
考
察
8
「
最
初
の
徴
候
」

ま
ま
を
言
い
張
り
・
理
想
の
恋
人
も
貴
族
の
称
号
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
　
　
　
の
章
の
敷
彷
で
あ
る
。
「
貞
節
な
女
」
（
一
鋤
　
h
Φ
b
P
目
P
¢
　
＜
①
↓
け
二
①
⊆
ω
Φ
）
と
い
う
の

由
だ
け
で
拒
み
、
遂
に
七
十
才
の
老
貴
族
と
結
婚
す
る
破
目
に
い
た
る
エ
、
ミ
募
　
　
　
も
、
　
「
生
理
学
」
の
章
の
題
名
で
あ
っ
た
。



豪
庭
の
平
和
L
は
若
鑑
他
の
女
に
心
を
ひ
か
れ
て
い
る
夫
を
取
り
戻
す
　
芳
、
「
老
人
」
は
す
で
に
籍
と
盤
と
震
を
持
．
て
い
る
諺
か

話
で
あ
る
・
年
と
っ
た
伯
母
が
婆
を
助
け
・
蒙
庭
の
平
和
」
を
保
っ
讐
　
し
、
「
委
り
猫
屋
」
の
ギ
ヨ
ー
ム
氏
を
セ
ザ
ー
ル
．
ピ
。
ト
乏
、
コ
プ
セ

さ
蒋
ヂ
タ
L
で
は
’
ル
シ
カ
套
娘
が
パ
リ
で
父
親
の
仇
瞥
竃
彫
藍
欝
蝸
驚
麟
欝
艶
難

子
舞
、
嚢
顯
難
麟
攣
諜
難
評
魏
作
。
ー
．
諄
雛
鵜
繕
三
つ
の
夢
L
・
「
知
ら
れ
ざ
る
傑
作
」
・

は
・
互
い
に
似
か
よ
っ
藩
成
を
持
っ
て
い
る
・
　
　
　
　
　
「
あ
ら
皮
」
な
ど
の
哲
学
小
説
（
天
三
〇
i
三
一
年
）
と
近
い
時
期
讐
か

、
・
「
青
年
」
対
「
老
年
」
の
単
純
な
図
式
へ
　
　
　
　
れ
て
い
る
。
主
題
に
形
而
上
の
問
題
と
、
形
而
下
の
問
題
と
い
う
領
域
の
差
は

父
親
の
経
験
に
対
す
る
娘
の
慧
の
反
抗
が
小
説
の
葛
藤
を
生
み
、
夢
想
の
　
あ
っ
て
も
、
「
私
生
活
場
景
」
は
哲
学
小
説
と
同
じ
く
、
観
念
小
説
の
手
法
で

敗
北
が
そ
の
破
局
と
な
る
と
い
う
の
が
「
手
ま
り
猫
屋
」
、
　
「
ツ
ー
の
舞
踏
　
　
　
書
か
れ
て
い
る
と
い
・
兄
な
い
だ
ろ
う
か
。

会
」
・
　
「
ヴ
ァ
ソ
デ
ッ
タ
」
に
共
通
の
単
純
な
構
成
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
人
間
形
成
の
過
程

「
ゴ
プ
セ
ッ
ク
」
・
三
重
の
家
庭
L
・
蒙
庭
の
平
和
L
で
は
・
狂
言
ま
　
老
人
の
・
を
借
り
て
・
直
楚
人
生
姦
え
る
讐
、
原
因
と
結
果
を
結
，
、
卜

．
わ
し
や
・
語
り
手
の
役
を
演
ず
る
の
が
老
人
で
あ
っ
て
、
，
彼
樗
の
青
年
の
た
び
、
あ
る
人
間
の
形
成
の
過
程
を
見
せ
て
教
、
慧
と
い
う
方
法
も
と
ら
れ
た
。
、
ヨ

め
に
・
人
生
劇
の
幕
を
持
ち
あ
げ
、
人
生
を
図
解
し
て
み
せ
る
。
　
　
　
　
　
〆
　
　
最
初
は
、
全
く
白
紙
の
ま
ま
人
生
に
立
向
っ
た
若
い
娘
が
、
小
説
の
結
末
で
は

　
そ
れ
は
作
者
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集
の
読
老
に
対
し
て
と
　
　
　
経
験
の
刻
印
を
お
さ
れ
て
一
つ
の
は
っ
き
り
し
た
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

る
態
肇
も
あ
る
・
初
版
の
序
文
の
中
で
：
ハ
ル
ザ
・
ク
は
賢
明
な
母
禦
娘
　
「
・
ゐ
舞
踏
会
」
の
エ
、
、
、
リ
ゐ
、
あ
り
ふ
れ
塵
人
の
わ
が
ま
ま
娘
に

に
人
生
教
育
の
た
め
に
こ
の
本
を
読
ま
す
よ
う
に
、
と
希
望
し
て
い
る
。
短
篇
　
す
ぎ
な
か
．
た
が
思
い
上
り
を
残
酷
に
罰
せ
ら
れ
た
後
に
は
、
他
人
の
主
目
春
を

集
は
星
理
学
」
の
命
題
姦
術
で
あ
る
－
と
い
う
意
図
が
明
確
な
だ
け
に
、
　
激
し
く
憎
む
と
い
う
偏
執
を
も
っ
妄
と
な
る
。
後
に
書
か
れ
た
「
イ
ヴ
の

思
程
む
き
だ
し
の
形
で
語
ら
れ
・
星
理
学
」
で
用
い
ら
れ
た
特
殊
な
用
語
　
娘
L
で
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
ヴ
ァ
ン
ド
ネ
ス
と
再
婚
し
た
エ
、
、
、
リ
ー
が
再
登
場

が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
十
二
才
年
下
の
美
し
い
義
妹
を
嫉
妬
す
る
。

単
純
で
図
式
的
な
構
成
の
中
に
あ
っ
て
・
主
人
公
の
．
「
青
芒
、
、
特
に
若
い
　
三
重
の
家
庭
」
の
ぞ
フ
ソ
ヴ
ィ
ル
は
出
世
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
平
凡
な

娘
は
・
最
初
・
極
端
に
無
知
で
あ
り
・
ほ
と
ん
ど
性
格
さ
え
持
た
な
い
た
ぬ
、
　
青
年
で
あ
・
た
が
、
や
が
豪
庭
の
不
幸
の
し
る
し
を
刻
ん
霊
目
ざ
め
、
ゆ
が

丁
度
・
暴
る
嚢
体
の
走
置
か
れ
反
応
を
襲
さ
れ
る
魏
な
．
欝
，
σ
よ
　
ん
だ
中
年
の
顔
蒋
っ
よ
う
に
な
る
。
以
後
、
他
の
小
説
に
再
登
場
す
る
時
の

う
に
秀
れ
た
被
実
験
体
の
役
目
を
す
る
・
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ソ
ヴ
・
ル
の
僧
侶
嫌
い
、
家
庭
の
不
幸
に
対
す
る
同
情
と
い
っ
た
行
為
は



「
二
重
の
家
庭
」
に
描
か
れ
た
答
身
の
不
幸
を
動
讐
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
四
「
三
ボ
女
」
（
鴫
パ
三
〇
1
三
四
年
）
・
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」

　
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集
は
、
「
結
婚
の
生
理
学
し
か
ら
直
接
に
生
ま
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
三
四
年
）

作
品
で
あ
る
。
し
か
し
「
生
理
学
」
の
数
々
の
挿
話
と
、
「
私
生
活
場
景
」
短
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

篇
小
説
が
異
な
る
点
は
、
短
篇
小
説
中
の
風
俗
描
写
の
存
在
で
あ
る
。
「
生
理
　
　
　
　
「
三
十
女
」
は
、
ば
ら
ば
ら
に
書
か
れ
た
六
篇
の
短
篇
か
ら
成
立
し
て
い

学
L
の
挿
話
は
、
実
在
の
人
物
の
行
動
や
社
交
界
の
噂
話
な
ど
を
暗
示
し
な
が
　
　
　
る
。
　
．
　
　
　
　
　
，

ら
も
内
容
は
時
代
を
越
え
た
男
女
の
心
理
を
う
が
っ
た
よ
う
な
普
遍
的
な
も
の
　
　
．
－
第
一
篇
「
最
初
の
過
失
」
　
（
一
八
三
一
年
発
表
。
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集

が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
反
し
短
篇
小
説
で
は
、
帝
政
末
期
の
商
家
が
世
代
の
交
　
　
　
第
二
版
に
入
る
。
）

代
を
す
る
場
面
（
「
手
ま
り
猫
屋
」
）
と
か
、
王
政
復
古
時
代
に
旧
貴
族
と
新
興
　
　
　
主
人
公
ジ
ュ
リ
ー
．
デ
グ
ル
モ
ソ
十
八
才
～
二
十
六
才
？
　
　
　
－

勢
か
が
入
り
ま
じ
っ
て
た
ち
ま
わ
る
あ
り
さ
ま
（
「
ソ
ー
の
舞
踏
会
」
）
と
か
　
　
　
第
二
篇
「
知
ら
れ
ざ
る
苦
悩
」
　
（
一
八
三
四
年
）
、
ジ
ュ
リ
ー
二
十
六
才

が
、
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
観
念
小
説
の
図
式
的
構
成
と
風
俗
描
写
は
互
　
　
　
　
第
三
篇
「
三
十
女
」
　
（
一
八
三
二
年
）
、
ジ
ュ
リ
ー
三
十
才

い
に
矛
盾
し
な
い
。
描
写
は
、
．
」
の
構
成
に
お
い
て
、
対
照
場
酒
を
麟
讐
　
第
四
箪
神
の
業
L
（
天
＝
一
牽
、
三
四
年
。
「
私
生
活
場
景
」
短
蘂
「

わ
だ
た
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ぽ
≒
手
ま
り
猫
屋
」
°
に
お
　
　
第
二
版
）
　
ジ
ュ
リ
ー
三
十
四
才
、
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る
商
家
と
、
上
流
貴
族
の
生
活
の
違
い
、
「
ゴ
プ
セ
ッ
ク
」
に
お
け
る
レ
ス
　
　
　
第
五
篇
「
二
度
の
出
合
い
」
　
（
一
八
三
一
年
。
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集
第
　
　
一

ト
ー
夫
人
の
部
屋
と
お
針
女
の
部
屋
の
対
照
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
二
版
）
、
ジ
ュ
リ
ー
三
十
六
才
～
四
十
二
才
。
長
女
エ
レ
ー
ヌ
十
八
？
～
二
十

　
短
篇
小
説
は
「
生
理
学
」
の
命
題
を
う
け
つ
ぎ
、
「
生
理
学
」
に
は
さ
ま
れ
　
　
　
四
才
？

た
挿
話
の
成
長
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
短
篇
小
説
が
さ
ら
に
長
篇
小
説
に
　
　
　
第
六
篇
「
罪
あ
る
母
の
晩
年
」
（
一
八
三
二
年
。
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集

成
長
す
る
過
程
を
見
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
版
）
、
ジ
ュ
リ
ー
五
十
五
才
。
末
娘
モ
イ
ナ
ニ
十
才
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
六
篇
の
う
ち
四
篇
は
、
一
八
三
二
年
に
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集
第
二
版
に

　
註
㈲
　
℃
ξ
の
δ
δ
笹
Φ
9
竃
錠
す
σ
q
①
”
や
斜
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
に
は
各
篇
の
女
主
人
公
の
名
前
は
現
在
と
は

　
　
②
　
一
σ
置
こ
や
薩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
な
っ
て
お
り
、
各
篇
の
間
に
関
連
は
な
か
っ
た
。
　
一
八
三
四
年
の
「
十
九
世

　
　
㈹
　
ピ
9
］
≦
巴
ω
o
昌
α
⊆
O
び
讐
－
ρ
三
－
》
Φ
一
9
Φ
（
∩
V
O
ご
鋤
『
α
　
什
O
b
P
①
臼
）
℃
°
①
恥
　
　
紀
風
俗
研
究
」
の
中
で
は
じ
め
て
四
篇
と
更
に
付
加
さ
れ
た
二
篇
が
「
同
じ
物

　
　
④
　
《
い
①
ζ
鍵
す
σ
q
Φ
Φ
雪
き
o
o
日
9
θ
。
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
」
と
い
う
題
名
の
下
に
一
括
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
四
二
年
の
「
人
間
喜

　
　
　
　
（
勺
げ
団
ω
一
〇
一
〇
σ
q
一
Φ
　
◎
⊆
　
ζ
9
『
一
9
σ
Q
①
）
や
鵠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
劇
」
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
と
き
に
、
人
名
そ
の
他
の
統
一
が
な
さ
れ
、
よ
う
や

　
　
㈲
　
O
o
げ
ω
⑦
。
ド
（
O
O
】
P
鋤
鴇
Ω
　
叶
O
旨
①
　
＜
）
や
ω
。
。
⑩
　
　
　
　
　
　
　
゜
　
　
’
　
く
ジ
ュ
リ
ー
・
デ
グ
ル
モ
ソ
と
い
う
女
性
の
少
女
時
代
か
ら
晩
年
ま
で
を
描
い



た
長
篇
小
説
と
い
う
体
裁
が
整
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
消
え
去
る
と
、
ジ
ュ
リ
ー
の
生
命
も
衰
え
の
徴
し
を
見
せ
、
代
り
に
次
の
世

　
コ
ニ
十
女
」
「
の
各
篇
は
、
結
婚
の
幸
福
の
哲
学
的
追
求
西
と
い
う
「
生
理
　
　
　
代
の
エ
レ
ー
ヌ
や
モ
イ
ナ
が
現
れ
て
、
新
し
く
彼
女
達
と
ジ
ュ
リ
ー
の
間
に

学
」
－
「
短
篇
集
」
の
主
題
を
忠
実
に
受
継
い
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
青
年
」
対
「
老
人
」
の
図
式
が
出
来
上
る
。

　
第
一
篇
「
最
初
の
過
失
」
で
は
、
無
知
な
少
女
の
軽
は
ず
み
な
結
婚
の
悲
　
　
　
　
「
二
度
の
出
合
い
」
で
、
ジ
ュ
サ
ー
の
長
女
エ
レ
d
ヌ
は
、
幼
時
に
ジ
鼻
リ

劇
、
と
い
う
短
篇
小
説
に
共
通
の
物
語
が
も
う
一
度
く
り
返
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
1
が
第
二
の
恋
人
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ヴ
ァ
ソ
ド
ネ
ス
と
の
問
に
で
き
た
弟
息
子

第
二
篇
「
知
ら
れ
ざ
る
苦
悩
」
で
幡
、
夫
に
幻
滅
し
た
後
に
生
じ
た
新
し
い
恋
　
　
を
偏
愛
す
る
の
に
嫉
妬
し
、
弟
を
川
に
突
き
落
し
た
記
憶
に
拶
ま
さ
れ
、
成
長

愛
に
踏
み
切
れ
ず
に
恋
人
を
死
に
追
い
や
っ
た
こ
と
を
悔
ん
で
い
る
ジ
ュ
リ
ー
　
　
　
し
て
か
ら
殺
人
犯
と
と
も
に
家
を
出
て
、
海
賊
の
妻
と
し
て
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
生

に
向
っ
て
一
人
の
老
司
祭
が
、
世
の
中
の
法
律
と
習
慣
に
従
う
べ
き
だ
、
と
説
　
　
、
活
を
送
る
が
、
の
ち
に
悲
惨
な
最
後
を
遂
げ
る
。
臨
終
に
立
合
っ
た
ジ
ュ
リ
！

く
・
実
ら
な
か
っ
た
不
倫
の
恋
愛
に
対
す
る
哀
惜
の
記
憶
が
生
々
し
い
ジ
ュ
リ
　
　
は
、
昔
と
は
逆
に
、
法
律
や
世
間
一
般
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
思
想
の
外
に
ば

ー
は
、
激
し
い
言
葉
で
、
老
司
祭
に
抗
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
幸
福
は
無
い
の
だ
、
と
い
う
結
論
を
下
す
。

砺
籍
C
釜
製
蓑
糧
墾
↓
韓
熔
軟
幾
観
無
饗
舞
弱
鍵
嚢
霞
脇
軽
猿
撫
毯
＝

難
叢
鐸
熱
讐
簗
筋
恥
癖
暢
鉾
難
縫
馨
勲
が
藩
議
繋
砲
款
↓

（
…
）
そ
の
一
方
で
は
、
社
会
は
、
別
の
意
味
で
怖
ろ
し
い
結
合
を
、
若
い
無
　
　
　
る
。

邪
気
な
娘
と
、
彼
女
と
三
ヵ
月
以
上
は
続
け
て
会
っ
て
い
な
い
男
と
の
即
座
の
　
　
　
　
人
間
形
成
の
過
程
を
辿
る
ハ
と
い
う
方
法
は
「
短
篇
集
」
に
、
既
に
そ
の
繭

　
　結

合
を
許
し
、
奨
励
さ
え
し
て
い
る
の
で
す
。
彼
女
は
終
身
の
約
束
で
売
ら
れ
　
　
　
芽
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
は
或
る
一
つ
の
事
件
、
経
験
が
一
人
の
人
間
の
或

る
の
で
魂
・
．
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
；
の
性
格
、
運
命
を
決
定
す
る
、
上
い
う
も
の
で
あ
．
た
。
「
三
＋
女
」

　
ジ
ュ
リ
ー
は
・
そ
の
う
え
・
「
生
理
学
」
総
論
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
同
じ
く
・
　
　
で
は
ト
一
人
の
女
の
一
生
の
六
つ
の
場
面
が
取
り
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
初
の

女
性
か
ら
相
続
権
と
持
参
金
を
取
除
く
こ
と
を
主
張
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
為
が
次
の
場
面
の
要
因
と
な
り
、
第
二
の
行
為
が
第
三
の
行
為
を
ひ
き
お
こ

　
「
三
十
女
」
は
、
構
成
の
上
で
も
、
「
短
篇
集
」
の
「
青
年
」
対
「
老
人
」
　
　
　
す
。
一
人
の
女
の
性
格
は
こ
の
六
つ
の
場
面
を
通
っ
て
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
で

の
図
式
を
持
っ
て
い
る
。
少
女
時
代
や
、
二
十
代
の
ジ
ュ
リ
ー
の
傍
に
は
、
　
　
　
あ
る
。

彼
女
の
父
親
や
伯
母
、
老
司
祭
と
い
っ
た
人
物
が
立
っ
て
い
る
。
や
が
て
「
青
　
　
　
　
「
三
十
女
」
で
主
人
公
が
最
も
威
厳
に
満
ち
て
い
る
の
は
第
三
篇
「
三
十
才
」
に

年
」
対
「
老
人
」
の
図
式
は
ゆ
っ
く
り
回
転
レ
、
時
の
流
れ
に
従
っ
て
老
人
達
　
　
゜
お
い
て
で
あ
る
。
「
女
の
顔
は
三
十
才
に
な
ら
な
け
れ
ば
形
を
と
り
は
じ
め
な



（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
（
6
）

い
。
L
「
若
い
娘
は
た
だ
屈
服
す
る
。
三
十
才
の
女
は
選
択
す
る
。
」
・
　
　
　
　
α
①
ω
8
四
員
の
モ
ミ
リ
ー
）
、
セ
リ
ジ
ィ
夫
人
（
い
帥
閃
Φ
日
目
①
α
①
↓
触
Φ
巨
Φ

　
　
「
三
十
女
」
以
来
、
無
知
な
少
女
が
結
婚
後
、
次
第
に
人
生
に
目
覚
め
、
　
　
　
〉
昌
ω
）
、
カ
リ
グ
リ
ア
ノ
公
爵
夫
人
（
い
勉
ζ
蝕
ω
8
山
二
〇
鍔
学
ρ
巳
－
℃
①
一
〇
8

　
「
生
理
学
」
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
自
由
意
志
と
自
己
の
尊
厳
の
回
復
」
に
立
　
　
　
三
版
以
後
付
加
）
、
フ
ェ
ロ
伯
爵
夫
人
（
い
Φ
O
o
δ
b
9
0
げ
9
Φ
『
け
三
版
以
後

ち
上
り
、
自
我
を
完
成
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
物
語
の
運
び
は
、
ユ
ー
ジ
ェ
ニ
ー
　
　
付
加
）
、
デ
グ
ル
モ
ソ
侯
爵
夫
人
（
U
9
団
①
旨
ヨ
①
α
Φ
日
お
馨
①
〉
昌
ω
の
ジ

・
グ
ラ
ン
デ
や
「
村
の
司
祭
」
ゐ
ヴ
ェ
冒
ニ
ク
の
場
合
の
よ
う
に
、
バ
ル
ザ
ッ
　
　
　
ユ
リ
ー
）
、
マ
ク
シ
ム
・
ド
・
ト
ラ
イ
ユ
（
O
q
げ
ω
①
o
閃
）

ク
小
説
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ソ
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
こ
れ
等
の
人
物
の
背
後
に
は
「
短
篇
集
」
の
主
要
作
品
が
並
ぶ
わ
け
で
あ

　
　
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集
の
短
篇
小
説
を
幾
つ
か
縦
に
つ
な
い
で
出
来
た
の
　
　
　
る
。
　
「
短
篇
集
」
に
お
い
て
は
、
既
に
、
人
生
の
種
々
の
場
面
が
描
か
れ
た
。

が
「
三
十
女
」
で
あ
っ
た
。
　
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
は
、
同
じ
く
短
篇
を
横
に
、
　
　
　
そ
れ
ら
各
場
面
を
有
機
的
に
結
合
す
る
た
め
に
は
、
新
た
に
も
う
一
人
、
人
生

同
時
空
間
的
に
つ
な
い
で
出
来
た
作
品
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
こ
の
作
品
に
　
　
　
修
業
に
乗
り
出
し
、
そ
れ
ら
の
場
面
を
め
ぐ
り
歩
く
青
年
が
必
要
で
あ
っ
た
。

お
い
て
は
じ
め
て
「
人
物
再
登
場
法
」
が
発
見
さ
れ
た
の
だ
つ
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が
こ
の
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
二
十
二
才
の
ラ
ス
チ
ニ
ャ
ッ
ク
で
あ
る
。

た
に?
ﾝ
護
芦
曇
癖
惨
齢
舞
酷
駿
の
撫
難
糠
物
饗
」
禦
幕
騰
魏
簑
霞
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
に
換
え
て
吸
い
取
ら
れ
て
ゆ
く
ゴ
リ
オ
の
悲
劇
は
、
　
一
方
に
「
ゴ
プ
セ
ツ
　
　
調
で
彩
ら
れ
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
将
し
く
彼
の
明
敏
な
頭
脳
の
　
　
一

〆
ク
」
で
描
か
れ
た
彼
の
娘
の
一
人
レ
ス
ト
ー
夫
人
の
、
全
て
の
も
の
を
食
い
つ
　
　
働
き
と
、
そ
れ
を
創
り
出
し
た
人
々
か
ら
も
、
そ
れ
を
耐
・
兄
忍
ん
で
い
る
人
々

く
さ
ず
に
は
お
か
在
破
壊
的
な
情
豪
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。
　
か
ら
も
注
意
深
く
隠
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
慎
漢
る
状
温
の
秘
密
を
暴
り
た

　
　
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
に
直
接
関
係
す
る
そ
れ
ま
で
の
作
品
は
「
ゴ
。
7
セ
ヅ
「
　
　
い
と
い
う
彼
の
欲
望
に
帰
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」

ク
L
の
他
に
ボ
ー
セ
ア
ソ
夫
人
の
そ
の
後
を
教
え
る
「
捨
て
ら
れ
た
女
」
、
長
　
　
　
　
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集
の
「
青
年
」
と
「
老
人
」
の
図
式
が
こ
の
作
品
に

年
君
臨
し
た
恋
愛
の
王
座
か
ら
追
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ボ
ー
セ
ア
ソ
夫
人
に
　
　
も
残
っ
て
い
る
。
ラ
ス
チ
ニ
ャ
汐
ク
に
人
生
と
社
会
を
教
え
る
の
は
ボ
ー
セ
ア

さ
ら
に
追
打
ち
を
か
け
ず
に
は
お
れ
な
い
ラ
ソ
ジ
ェ
夫
人
の
焦
慮
を
説
明
す
る
　
　
　
ソ
夫
人
と
ヴ
ォ
ト
ラ
ソ
で
あ
る
。

　
「
ラ
ソ
ジ
ェ
公
爵
夫
人
」
　
（
パ
リ
生
活
場
景
）
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
セ
ア
ソ
夫
人
の
手
引
で
社
交
界
に
足
を
ふ
み
い
れ
た
ラ
ス
チ
ニ
ャ
ッ
ク

　
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
、
ラ
ス
チ
ニ
ャ
ッ
ク
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
社
交
界
　
　
　
に
最
初
に
強
い
印
象
を
与
え
る
の
は
「
結
婚
の
生
理
学
」
の
筆
者
「
若
い
独
身

の
舞
踏
会
に
は
既
に
短
篇
集
の
中
に
登
場
し
て
い
た
次
の
人
物
達
が
出
席
し
て
　
、
者
」
に
衝
撃
を
与
え
た
の
と
同
じ
、
上
流
特
権
階
級
の
女
性
の
特
殊
な
三
角
関

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
の
情
事
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ー
伯
爵
と
レ
ス
ト
ー
夫
人
と
マ
ク
シ
ム
・
ド
・
ト

　
ブ
ラ
ソ
ド
ン
夫
人
、
（
り
，
。
O
嬬
Φ
§
岳
爾
Φ
）
ヶ
ル
ガ
ル
ェ
伯
爵
夫
人
（
ピ
Φ
切
巴
　
　
　
ラ
イ
ユ
、
ボ
ー
セ
ァ
ソ
侯
爵
と
ボ
ー
セ
ァ
ソ
夫
人
と
ア
ジ
ュ
ダ
・
ピ
ソ
ト
、
ヌ



ッ
シ
ソ
ゲ
ソ
男
爵
と
ヌ
ッ
シ
ソ
ゲ
ソ
夫
人
と
ド
・
マ
ル
セ
イ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
成
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
、
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
は
「
私
生
活
場
景
」
を
越
え

　
「
（
レ
ス
ト
ー
伯
爵
が
）
マ
ク
シ
ム
の
方
に
手
を
差
し
出
し
、
「
今
日
わ
」
　
　
　
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
起
る
。

と
さ
も
親
し
げ
な
顔
つ
き
で
言
う
の
に
、
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
（
ド
・
ラ
ス
チ
ニ
ャ
　
　
．
ラ
ス
チ
ニ
ャ
ッ
ク
の
二
人
の
教
師
ボ
ー
セ
ア
ソ
夫
人
が
腕
曲
に
教
・
兄
、
ヴ
ォ

ッ
ク
）
断
ひ
ど
く
驚
か
さ
れ
た
。
田
舎
出
の
若
者
な
ど
に
は
、
こ
の
種
の
三
角
　
　
　
ー
ト
ラ
ン
が
あ
け
す
け
に
話
し
た
こ
と
は
、
も
は
や
「
結
婚
の
生
理
学
」
の

関
係
の
気
易
さ
な
ど
・
到
底
・
解
り
よ
う
筈
が
な
．
聰
L
　
　
　
　
「
結
婚
は
闘
争
で
あ
る
し
と
い
う
薪
で
は
な
く
、
そ
れ
を
更
に
拡
大
し
た

　
「
生
理
学
」
と
同
じ
く
ラ
ス
チ
ニ
ャ
ッ
ク
の
社
会
観
察
と
分
析
も
こ
こ
か
ら
　
　
　
「
人
生
は
闘
争
で
あ
る
」
、
「
世
の
中
は
隔
す
人
間
と
隔
さ
れ
る
人
間
」
、
っ
ま
り

出
発
す
る
・
そ
し
て
・
巨
万
の
富
に
埋
れ
な
が
ら
六
千
フ
ラ
ソ
の
小
遣
の
工
面
　
、
　
「
搾
取
す
る
も
の
と
さ
れ
る
も
の
の
」
寄
り
集
り
で
あ
る
、
と
い
う
思
想
で
あ

奮
悉
く
て
情
人
の
い
い
な
り
に
な
り
辱
め
を
受
け
る
・
・
シ
ソ
ゲ
ソ
夫
人
　
る
。
「
短
肇
」
の
主
人
公
o
大
部
分
は
、
家
庭
と
恋
愛
の
中
鮨
か
行
動
範

の
取
り
み
だ
し
た
姿
の
中
に
ラ
ス
チ
ニ
ャ
ッ
ク
が
見
る
の
は
「
現
代
社
会
機
構
　
　
　
囲
を
持
ち
得
な
か
っ
た
若
い
娘
で
あ
っ
た
。
「
パ
リ
と
の
一
騎
打
」
を
い
ど
む

が
女
性
に
止
む
を
得
ず
犯
さ
芸
奨
」
で
あ
っ
た
・
　
　
　
　
こ
と
の
可
能
な
「
青
年
」
で
あ
る
ラ
ス
チ
ニ
・
・
ク
は
．
「
警
が
完
全
に
終

こ
の
よ
う
に
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
も
ま
た
「
結
婚
の
生
理
学
」
を
通
り
、
　
了
途
」
と
同
時
に
「
私
生
霧
景
」
を
脱
出
し
て
よ
り
広
い
「
ザ
生
活
場

「
私
生
活
場
景
」
短
肇
を
め
ぐ
っ
て
後
に
・
は
じ
め
て
成
立
す
る
作
品
で
あ
　
景
L
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
の
で
あ
る
・
　
　
　
ρ
　
　
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
詐
し
、
コ
コ
リ
オ
爺
さ
ん
」
で
は
、
「
短
肇
」
に
お
け
る
ー
生
つ
騙
蓼
難
鞄
欝
駄
難
射
縫
毒
↓

理
学
」
の
命
題
が
直
接
に
引
用
さ
れ
る
よ
う
な
事
は
も
は
や
蹴
い
。
観
念
的
対
　
　
　
に
出
来
上
っ
た
こ
の
場
景
の
枠
組
を
意
識
し
た
も
の
と
な
る
。

照
図
式
は
、
　
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
に
お
い
て
も
、
小
説
の
力
強
い
骨
組
と
な
っ

．
て
い
る
の
で
あ
る
が
・
そ
れ
も
「
短
篇
集
」
の
場
合
の
よ
う
な
二
つ
の
対
照
場
　
註
ω
冨
頴
琶
・
q
・
臼
『
Φ
旨
け
Φ
｝
昌
ω
（
。
。
昌
p
戦
α
・
冒
①
6
つ
・
譲

面
と
い
う
単
純
な
構
成
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
対
照
図
式
が
幾
組
も
組
合
っ
　
　
　
　
②
　
ぎ
建
：

た
立
体
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
を
「
短
篇
集
」
に
お
け
さ
　
　
　
　
⑧
　
一
ぼ
創
こ
娼
」
O
O

る
よ
り
更
に
厚
み
を
ま
し
た
風
俗
描
写
が
お
お
っ
て
い
る
。
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
　
一
ぼ
山
こ
》
°
卜
。
O
O

　
　
「
私
生
活
場
景
」
は
「
生
理
学
」
、
「
短
篇
集
」
、
「
三
十
女
」
を
通
ウ
て
　
　
　
　
“
㈲
　
ま
準
℃
や
ト
。
9

　
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
に
お
い
て
よ
う
や
く
は
じ
め
て
、
現
実
と
同
じ
壮
大
な
同
　
　
　
．
㈲
　
一
ぼ
α
こ
㌘
匡
卜
⊃

時
空
間
的
ひ
ろ
が
り
と
・
高
い
密
度
を
か
ね
合
せ
た
「
人
間
喜
劇
」
の
本
来
の
　
　
帆
u
・
寄
・
・
。
受
（
・
。
昌
”
『
£
。
営
Φ
5
娼
』
⑩

世
界
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
私
生
活
場
景
」
の
完
　
　
　
　
⑧
　
一
寓
Ω
こ
や
ト
。
◎
。
一



　
　
⑨
募
も
ω
刈
゜
・
　
　
　
　
　
　
　
、
る
。
婆
達
は
自
分
の
行
動
の
目
的
を
意
識
し
、
行
動
の
効
果
を
計
算
す
る
『

　
　
㈹
蔑
も
』
①
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
出
秀
。
そ
．
」
で
読
者
は
手
紙
に
よ
．
て
婆
達
の
行
動
を
智
さ
れ
る

　
　
ω
暮
ら
蔭
゜
・
°
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
同
時
に
、
そ
の
意
味
の
．
」
ま
か
い
分
析
も
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ネ
の
野
心
は
、
家
族
の
繁
栄
－
夫
と
子
供
を
後
だ
て
し
て
、
地
位
と
財
産

　
　
　
　
六
　
「
二
人
の
若
妻
の
手
記
」
　
（
“
八
四
一
年
ー
四
二
年
）
　
　
　
　
　
　
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ル
イ
ー
ズ
は
パ
リ
の
社
交
界
の
征
服
と
純
粋
な
恋

「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
以
後
に
な
る
三
私
生
婆
示
L
に
は
・
多
数
の
人
物
愛
の
追
求
を
目
指
す
。
二
人
の
作
中
人
惚
、
．
」
と
メ
」
と
く
対
照
的
な
綾
を

繁
羅
較
的
単
純
な
筋
が
展
開
す
る
短
篇
か
中
篇
小
説
の
規
模
を
よ
吻
“
に
鹸
驚
壇
罷
鐸
雛
ふ
け
ー
ル
ネ
∴

こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
「
嬉
の
生
理
学
」
以
来
の
主
題
を
徹
底
し
て
追
求
　
ボ
ナ
ル
ド
に
没
頭
す
る
。
．
　
　
　
　
・
　
　
　
一

し
・
「
私
生
活
場
景
」
の
籍
竃
っ
と
も
よ
く
表
し
て
い
る
の
ほ
三
人
の
　
ル
丁
ズ
の
社
会
襲
は
、
，
「
結
婚
の
生
理
学
」
の
出
発
と
同
じ
く
婆
の

若
妻
の
手
記
」
で
あ
る
・
　
　
　
°
　
　
‘
　
両
墾
・
－
リ
ュ
ム
爵
夫
妻
と
詩
人
カ
ナ
リ
ス
が
形
づ
く
っ
て
い
る
、
社
交

　
1
、
手
法
－
観
念
小
説
的
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
界
に
は
め
ず
ら
し
く
な
い
公
然
の
三
角
関
係
に
疑
問
を
抱
く
こ
と
か
ら
始
ま
・

　
「
二
人
の
若
妻
の
手
記
」
は
書
簡
体
小
説
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
ル
イ
ー
ズ
は
ル
ネ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
結
婚
に
対
し
て
も
、
娼
婦
の
計
算

　
子
だ
く
さ
ん
の
貴
族
が
世
襲
財
産
の
分
散
を
防
ぐ
目
的
で
娘
を
入
れ
て
お
く
　
　
　
に
等
し
い
、
と
い
う
批
判
を
投
げ
る
。
彼
女
自
身
の
二
つ
の
恋
愛
結
婚
は
利
害

修
道
院
か
ら
・
持
参
金
な
し
の
有
利
な
結
婚
の
た
め
に
出
さ
れ
て
田
舎
へ
帰
る
　
　
　
を
無
視
す
る
と
同
時
に
反
社
会
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
最
初
の
夫
は
ス
ペ
イ

ル
ネ
と
・
祖
母
の
遺
言
の
助
け
で
パ
リ
の
社
交
界
へ
つ
れ
戻
さ
れ
る
ル
イ
ー
ズ
　
　
ソ
の
亡
命
貴
族
で
あ
っ
た
。
第
二
の
夫
は
「
ざ
く
ろ
屋
敷
」
の
ブ
ラ
ソ
ド
ソ
夫

の
交
換
す
る
手
紙
で
あ
る
。
修
道
院
に
埋
も
れ
る
は
ず
だ
っ
た
人
生
を
取
り
も
　
　
人
の
不
義
の
子
と
生
れ
、
地
位
も
財
産
も
な
い
無
名
の
詩
人
で
あ
る
。
こ
の
紹

ど
し
た
二
人
は
そ
れ
だ
け
ど
ん
よ
く
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
と
躯
組
む
。
修
道
　
　
婚
に
は
さ
ら
に
、
．
田
園
に
お
け
る
二
人
だ
け
の
完
全
な
隠
遁
生
活
が
続
く
の
で

院
の
孤
独
の
中
で
互
い
に
議
論
し
あ
っ
て
過
し
た
結
果
、
現
実
に
は
あ
り
得
な
　
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

い
ほ
ど
鍛
錬
さ
れ
た
精
神
の
持
主
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
が
お
か
れ
て
い
　
「
純
粋
に
社
会
磐
あ
な
た
の
結
婚
と
、
幸
福
な
恋
そ
の
も
の
と
い
．
た
あ



た
し
の
結
婚
と
は
、
有
限
が
無
限
を
理
解
し
え
な
い
よ
う
に
お
互
い
に
理
解
し
　
　
同
一
化
を
目
指
し
て
「
私
生
活
場
景
」
を
ぬ
け
だ
し
て
い
っ
た
α

合
う
ご
と
が
な
い
の
で
弘
q
）
L
　
（
ル
イ
ー
ズ
よ
り
ル
ネ
へ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
「
二
人
の
若
妻
」
の
ル
、
イ
」
ズ
は
、
年
下
の
愛
人
の
た
め
に
、
自
己

　
一
方
、
ル
ネ
に
と
っ
て
は
結
婚
は
契
約
で
あ
り
、
家
庭
は
社
会
の
基
礎
で
あ
　
　
　
の
青
春
を
永
遠
に
延
期
す
る
神
話
を
願
う
。
そ
し
て
こ
の
不
可
能
な
努
力
の
緊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
ル
ネ
も
ル
イ
ー
ズ
に
「
自
然
の
法
則
と
法
典
と
は
敵
同
志
で
す
」
と
書
き
　
　
　
張
の
中
で
消
耗
し
て
死
ぬ
。
彼
女
は
自
ら
に
三
十
才
を
越
え
る
こ
と
を
禁
ず
る

送
る
。
そ
七
て
社
会
の
領
域
に
あ
る
結
婚
の
中
に
、
自
然
の
領
域
で
あ
る
恋
愛
　
　
　
の
で
あ
る
。
ル
イ
ー
ズ
は
「
青
春
」
そ
の
も
の
で
あ
る
は
ず
の
「
私
生
活
場

を
追
求
し
よ
う
と
す
る
ル
イ
ー
ズ
の
無
謀
さ
を
と
が
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
景
の
真
の
主
人
公
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
人
の
書
簡
に
は
、
日
常
生
活
の
報
告
の
間
に
哲
学
的
な
議
　
　
　
　
3
、
主
題
－
私
生
活
1
1
結
婚
制
度
、
女
性
の
社
会
的
地
位
、

論
が
は
さ
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
婚
の
幸
福
の
哲
学
的
追
求
と
い
う
「
結
婚
の
生
理
学
」
以
来
の
「
私
生
活

　
2
、
主
人
公
－
青
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
景
」
の
主
題
は
「
二
人
の
若
妻
の
手
記
」
で
も
っ
と
も
純
粋
な
形
で
展
開
さ

　
ル
イ
ー
ズ
も
ル
ネ
も
修
道
院
を
出
た
と
き
は
十
七
才
の
同
じ
年
の
少
女
で
あ
　
　
　
れ
て
い
る
。
ル
ネ
と
ル
イ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
二
種
類
の
結
婚
が
実
験
さ
れ
た
め

っ
た
　
し
か
し
、
ル
ネ
の
方
は
素
早
く
老
成
を
と
げ
て
相
手
に
忠
告
ぽ
か
り
書
　
　
　
で
あ
っ
た
σ

き
送
る
よ
う
に
な
り
・
ル
イ
ー
ズ
か
ら
「
哲
学
者
」
・
「
ス
カ
ー
ト
を
つ
け
た
　
　
　
し
か
し
、
「
人
間
喜
劇
」
の
序
章
で
あ
る
「
私
生
活
場
景
」
は
何
故
こ
の
よ
　
　
［
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螺
籍
単
読
野
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鶉
餐
跳
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L
寮
癖
　
総
精
激
脇
鋸
影
屑
駐
融
翻
饗
監
馳
艦
鷺
靴
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に
ふ
み
き
る
の
に
対
し
・
て
、
ル
イ
ー
ズ
の
生
き
方
は
青
春
を
完
全
に
享
楽
す
る
　
　
か
。

こ
と
で
あ
っ
た
。
ル
イ
ー
ズ
と
ル
ネ
の
対
立
は
、
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
集
に
　
　
　
第
ご
に
、
こ
の
主
題
が
当
時
の
文
学
に
流
行
し
て
い
た
、
と
い
う
事
実
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

あ
っ
た
「
青
年
」
対
「
老
年
」
の
図
式
の
変
型
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
小
説
の
　
　
　
る
。
特
に
階
級
の
異
る
結
婚
、
と
い
う
テ
ー
マ
は
非
常
に
多
か
っ
た
。
ま
た
サ

冒
マ
ネ
ス
ク
な
部
分
を
う
け
も
つ
主
人
公
は
、
ル
ネ
に
代
表
さ
れ
る
社
会
に
対
　
　
　
ソ
・
シ
モ
ン
主
義
者
を
先
頭
に
女
性
の
解
放
に
つ
い
て
も
広
く
論
議
さ
れ
て
い

し
て
反
逆
を
こ
こ
ろ
み
、
敗
北
す
る
「
青
年
」
ル
イ
ー
ズ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
た
。

　
「
三
十
女
」
の
ジ
ュ
リ
ー
・
デ
グ
ル
モ
ソ
は
二
十
代
に
お
け
る
あ
の
社
会
の
　
　
　
第
二
に
、
作
者
の
体
験
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
結
婚
の
生
理
学
」
に
は
、
ダ

不
条
理
を
あ
ぽ
き
、
社
会
に
反
抗
す
る
姿
勢
を
、
三
十
代
に
お
い
て
放
棄
し
、
　
　
ブ
ラ
ソ
テ
ス
夫
人
か
ら
多
く
の
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て

「
青
年
」
か
ら
「
老
年
」
へ
と
自
ら
の
役
割
を
転
換
さ
せ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
　
　
　
い
る
。
そ
の
他
に
ベ
ル
ニ
イ
夫
人
も
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
バ
ル
ザ
ヅ

っ
た
。
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
の
ラ
ス
チ
ニ
ャ
ッ
ク
は
、
青
春
の
最
後
の
涙
を
ゴ
　
　
ク
の
青
春
時
代
の
感
情
教
育
は
、
こ
う
い
っ
た
年
上
の
女
性
か
ら
授
け
ら
れ

リ
オ
の
墓
に
埋
め
た
後
は
、
社
会
に
対
す
る
批
判
で
は
な
く
て
、
そ
の
征
服
と
　
　
　
た
。
彼
女
達
の
影
響
が
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
初
期
の
視
線
を
結
婚
制
度
と
女
性
の



結
婚
制
度
に
注
目
し
た
の
は
・
家
庭
お
け
る
充
と
妻
の
関
係
の
中
に
・
社
会
　
　
②
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全
体
を
支
配
し
て
い
る
冨
琶
ぎ
と
゜
護
の
関
係
の
反
映
・
あ
る
い
は
　
　
⑧
葛
も
・
誉

結
果
を
見
た
か
ら
で
あ
っ
た
・
バ
ル
ザ
・
ク
は
星
理
学
」
の
中
で
・
女
性
の
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社
会
的
地
位
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
大
革
命
も
そ
の
検
討
を
怠
っ
た
問
題
で
あ
　
　
　
　
　
　
ρ
偉
Φ
ω
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ω
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日
ひ
＆
①
出
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巴
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昌
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社
会
的
地
位
の
問
題
に
偏
ら
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
な
い
。
彼
は
い
ず
れ
、
こ
の
せ
ま
い
場
景
を
通
り
す
ぎ
て
次
の
「
壮
年
」
に

　
し
か
し
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
女
性
の
解
放
の
問
題
を
、
そ
の
問
題
内
だ
げ
で
　
　
あ
た
る
、
「
人
間
喜
劇
」
の
も
っ
と
広
々
と
し
た
空
間
に
入
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な

解
決
し
よ
う
と
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ム
に
は
行
き
つ
か
な
か
っ
た
。
「
三
十
女
」
　
　
　
ら
な
い
。

に
は
「
女
性
を
解
放
す
る
こ
と
は
、
女
性
を
堕
落
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
　
，
　
　
「
結
婚
の
生
理
学
」
1
「
私
生
活
場
景
」
短
篇
小
説
集
1
「
三
十
女
」
ー

い
う
断
定
が
あ
る
。
　
「
オ
ノ
リ
ー
ヌ
」
に
は
、
夫
の
家
を
出
て
誇
り
高
い
自
活
　
　
　
「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
1
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
創
作
の
上
で
の
一
つ
の
道
筋
を

独
立
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
つ
も
り
の
女
主
人
公
が
、
実
は
夫
の
隠
れ
た
配
慮
　
　
　
も
仮
定
し
て
み
た
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
観
念
小
説
と
、
い
わ
ゆ
る
リ
ア
リ
ス
ム
小

の
も
と
に
、
夫
の
所
有
の
家
に
、
夫
の
召
使
に
か
し
つ
か
れ
て
飼
わ
れ
て
い
る
　
　
説
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
と
の
関
連
を
考
え
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
皮
肉
な
筋
書
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
例
え
ば
サ
ン
・
弘
モ
ソ
主
義
者
の
場
合
も
・
彼
ら
が
女
性
の
地
位
や
・
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あ
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わ
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人
生
や
社
会
を
一
目
に
見
渡
し
、
認
識
す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
だ
け
の

経
験
を
い
ま
だ
持
た
ぬ
青
年
は
、
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
目
立
つ
問
題
の
前
に
立

止
ま
り
、
そ
こ
か
ら
思
考
を
ひ
ろ
げ
億
じ
め
る
。
「
生
理
学
」
序
文
に
は
、
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
　
リ
　
プ

氷
の
結
晶
作
用
や
、
自
己
生
殖
を
し
て
増
大
し
て
ゆ
く
粘
膜
瘤
の
比
喩
を
用
い

て
、
特
殊
で
部
分
的
な
観
察
と
分
析
か
ら
生
ま
れ
た
無
数
の
観
念
が
次
第
に
一

ヵ
所
に
集
ま
る
と
い
う
青
年
時
代
の
思
考
法
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
私
生
活
場
景
」
の
主
人
公
の
「
青
年
」
は
、
人
生
の
入
口
に
立
っ
て
、
観

．
察
を
は
じ
め
た
ば
か
り
で
あ
る
。

α　
現
実
社
会
は
、
彼
の
前
に
観
念
的
な
図
式
で
も
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
に
す


